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有機 - 無機ペロブスカイト太陽電池は、容易な溶液プロセス、高い吸収係数、および高い

キャリア移動度を含むので、高効率の次世代太陽電池の最も有望な候補である。ペロブスカ

イト型太陽電池は、低い安定性のような多くの問題を有している。電子輸送層は電子を輸送

し、正孔の流入を遮断する役割を果たす。一般に電子輸送層には TiO2を使用している。 

しかし、TiO 2の製造には高温処理が必要である。一方、ZnO は TiO 2よりも低い温度で製造

することができる。また、ZnO は電気的移動度が高く低温で作成可能なため TiO2 に代わる

物質として注目されている。しかしながら、電子輸送層として ZnO を用いたペロブスカイ

ト型太陽電池の変換効率は TiO 2を用いた場合よりも低い。また、ZnO 層上に蒸着されたペ

ロブスカイト膜の熱安定性は問題である。これは ZnO 表面上に存在する水酸基がペロブス

カイト層と接触することが原因である(1)(2)(3)。熱安定性の向上の方法として保護層の導入が

報告されている(4)。 

前回の研究では、電子輸送層の ZnO に過酸化処理を施すことで表面水酸基が減少し、電子

輸送特性が向上することを報告した。本研究では過酸化水素処理した電子輸送層を用いた

太陽電池及び、ZnO 層上に有機物保護層を導入した太陽電池を作成し太陽電池特性を比較

した。また、電子輸送層上のペロブスカイト層の電荷輸送特性および熱安定性の変化を系統

的に調べた。詳細は当日に報告する。 
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